
(財)財務会計基準機構会員
 

平成20年11月期　第１四半期財務・業績の概況
   平成20年４月７日

上場会社名 ヤマトインターナショナル株式会社 上場取引所 東証第一部・大証第一部

コード番号 ８１２７ ＵＲＬ　http://www.yamatointr.co.jp/

代表者　　　　　（役職名）取締役社長 （氏名）盤若　智基

問合せ先責任者　（役職名）取締役経営企画室長（氏名）髙橋　俊輔 ＴＥＬ　（03）5493－5629

    

（百万円未満切捨て）

１．平成20年11月期第１四半期の連結業績（平成19年12月 1日～平成20年 2月29日）

(1）連結経営成績 （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期（当期）純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年11月期第１四半期 6,458 △0.9 551 △20.4 566 △19.6 336 △18.7

19年11月期第１四半期 6,515 6.2 693 △19.4 704 △18.4 414 △16.7

19年11月期 24,879 － 2,792 － 2,869 － 1,625 －

１株当たり四半期
（当期）純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期
（当期）純利益

円 銭 円 銭

20年11月期第１四半期 15 18 － －

19年11月期第１四半期 18 46 － －

19年11月期 72 41 － －

(2）連結財政状態  

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

20年11月期第１四半期 30,353 20,224 66.6 921 82

19年11月期第１四半期 30,461 20,155 66.2 898 09

19年11月期 30,636 20,735 67.7 924 01

(3）連結キャッシュ・フローの状況  

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

20年11月期第１四半期 2,332 △93 △571 8,931

19年11月期第１四半期 2,129 213 △52 8,859

19年11月期 1,750 △426 △635 7,258
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２．平成20年11月期の連結業績予想（平成19年12月 1日～平成20年11月30日）　【参考】

 （％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

中間期 13,000 2.5 1,600 2.4 1,620 2.1 940 2.8 42 84

通期 25,500 2.5 2,900 3.8 2,950 2.8 1,680 3.4 76 57

３．その他

(1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2）会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無　　　　　　　　　　　　　　：　無

(3）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無　　　　　　　　　　　　：　無

 

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。業

績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、３ページをご覧下さい。
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【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

 [経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等]

　当第1四半期におけるわが国経済は、原油価格の高騰による物価上昇や米国のサブプライムローン問題、輸入食品への

不信感などにより、減速傾向となり、先行きへの不透明感が残る状況となりました。

　当業界におきましても、天候不順による消費の不振や商業施設間の競争激化などから厳しい情勢が続きました。

このような環境の中、当社グループでは、「Build & Build!」を新たなスローガンとし、「真の顧客起点ビジネス」と

「真の小売業化」及び「ローコスト経営」に注力し、収益性とキャッシュフローを重視した経営に取り組んでまいりま

した。

　販売面では、引き続き基幹ブランドの「クロコダイル」「エーグル」といった高収益ビジネスの底上げを図るととも

に、他ブランドにおきましても商品企画や店舗運営の精度向上を図ってまいりました。

　この結果、当第1四半期における連結業績は、売上高は64億５千８百万円（前年同期比0.9％減）とわずかながら減収

となりました。

　利益面では、天候不順の影響によるプロパー消化率の低下や原材料費の高騰などによる製品原価の上昇の影響を受け、

売上総利益率は47.0％と1.8ポイント低下し、営業利益は５億５千１百万円（前年同期比20.4％減）、経常利益は５億６

千６百万円（前年同期比19.6％減）、四半期純利益は３億３千６百万円（前年同期比18.7％減）となりました。

２．連結財政状態に関する定性的情報

 (1)財政状態

（資産）

　当第１四半期における資産の残高は、303億５千３百万円となり、前連結会計年度末に比べて２億８千３百万円の減

少となりました。主な要因は、受取手形及び売掛金の14億１千２百万円の減少、差入保証金の１億４千１百万円の減

少、建物及び構築物の９千５百万円の減少、有価証券及び投資有価証券の14億３千万円の増加などであります。

（負債）

　　当第１四半期における負債の残高は、101億２千８百万円となり、前連結会計年度末に比べて２億２千７百万円の　

増加となりました。主な要因、未払法人税等の５億５千５百万円の減少、支払手形及び買掛金の３億７千３百万円の

増加、その他流動負債の３億４千１百万円の増加などであります。

（純資産）

　当第１四半期における純資産の残高は、202億２千４百万円となり、前連結会計年度末に比べて５億１千万円の減少

となりました。主な要因は、自己株式３億１千８百万円の取得、その他有価証券評価差額金の１億８千１百万円の減

少などであります。

(2)キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、23億３千２百万円の収入（前年同期比２億３百万円の収入の増加）となり

ました。主な要因は、税金等調整前四半期純利益が５億９千１百万円計上されたことと売上債権が14億１千４百万円

減少したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、９千３百万円の支出（前年同期比３億６百万円の支出の増加）となりまし

た。主な要因は、有形固定資産の取得による支出１億９千１百万円及び投資有価証券の取得による支出３千２百万円

と差入保証金の返還による収入１億４千万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、５億７千１百万円の支出（前年同期比５億１千９百万円の支出の増加）

となりました。主な要因は、自己株式の取得による支出３億１千８百万円及び配当金の支払３億５千９百万円であり

ます。

以上の結果、当第１四半期末の現金及び現金同等物の残高は、前期末に比べ16億７千２百万円増加し、89億３千１百

万円となりました。

３．連結業績予想に関する定性的情報

当第１四半期の業績は、天候不順等の影響により前年を下回る結果となりましたが、新ブランドの開発や新規出店

などにより販売強化を図ってまいりますので、平成20年１月11日発表の業績予想の修正はありません。

　上記の業績予想に関しましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後の様々な

要因によって予想数値と異なる場合があります。
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４．その他

(1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

  該当事項はありません。

 

(2）会計処理の方法における簡便な方法の採用

  該当事項はありません。

 

(3）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更

  該当事項はありません。
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５．（要約）四半期連結財務諸表

(1）（要約）四半期連結貸借対照表

科目

前年同四半期末
（平成19年11月期
第１四半期末）

当四半期末
（平成20年11月期
第１四半期末）

増減
（参考）前期末

（平成19年11月期末）

金額（千円） 金額（千円）
金額

（千円）
増減率
（％）

金額（千円）

（資産の部）      

Ⅰ 流動資産      

現金及び預金 4,306,431 3,586,773 △719,658 △16.7 3,594,664

受取手形及及び売掛金 2,729,811 2,778,354 48,543 1.8 4,191,108

有価証券 4,598,791 5,414,484 815,693 17.7 3,710,183

たな卸資産 2,670,117 2,738,837 68,720 2.6 2,752,754

繰延税金資産 124,882 153,240 28,358 22.7 296,009

その他 276,514 261,696 △14,818 △5.4 249,279

貸倒引当金 △5,779 △5,957 △178 3.1 △8,895

流動資産合計 14,700,769 14,927,429 226,659 1.5 14,785,104

Ⅱ 固定資産      

（1）有形固定資産      

建物及び構築物 3,357,778 3,321,607 △36,171 △1.1 3,417,402

機械装置及び運搬具 59,798 55,027 △4,771 △8.0 55,235

土地 7,935,910 7,935,910 － － 7,935,910

建設仮勘定 3,820 5,614 1,793 47.0 －

その他 130,324 104,598 △25,725 △19.7 104,192

有形固定資産合計 11,487,632 11,422,758 △64,874 △0.6 11,512,741

（2）無形固定資産 59,639 70,892 11,253 18.9 69,819

（3）投資その他の資産      

投資有価証券 2,530,446 2,153,242 △377,203 △14.9 2,427,059

差入保証金 1,696,655 1,342,389 △354,266 △20.9 1,484,330

繰延税金資産 43,825 340,436 296,610 676.8 256,296

その他 197,632 140,737 △56,895 △28.8 306,546

貸倒引当金 △254,644 △44,494 210,150 △82.5 △204,905

投資その他の資産合計 4,213,915 3,932,310 △281,604 △6.7 4,269,328

固定資産合計 15,761,186 15,425,961 △335,225 △2.1 15,851,889

資産合計 30,461,956 30,353,390 △108,565 △0.4 30,636,994
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科目

前年同四半期末
（平成19年11月期
第１四半期末）

当四半期末
（平成20年11月期
第１四半期末）

増減
（参考）前期末

（平成19年11月期末）

金額（千円） 金額（千円）
金額

（千円）
増減率
（％）

金額（千円）

（負債の部）      

Ⅰ 流動負債      

支払手形及び買掛金 6,055,930 5,458,147 △597,782 △9.9 5,084,442

短期借入金 150,000 － △150,000 △100.0 －

1年内返済予定長期借入金 353,000 1,123,320 770,320 218.2 903,320

未払法人税等 160,932 76,937 △83,994 △52.2 632,602

返品調整引当金 54,000 55,000 1,000 1.9 83,000

ポイント値引引当金 60,742 81,600 20,858 34.3 80,008

その他 1,036,784 1,779,728 742,944 71.7 1,438,410

流動負債合計 7,871,389 8,574,735 703,345 8.9 8,221,784

Ⅱ 固定負債      

長期借入金 1,572,000 723,690 △848,310 △54.0 837,520

退職給付引当金 456,864 461,274 4,410 1.0 458,884

役員退職慰労引当金 121,466 － △121,466 △100.0 －

その他 284,263 368,784 84,521 29.7 383,280

固定負債合計 2,434,593 1,553,749 △880,844 △36.2 1,679,684

負債合計 10,305,983 10,128,484 △177,498 △1.7 9,901,469

（純資産の部）      

Ⅰ 株主資本      

資本金 4,917,652 4,917,652 － － 4,917,652

資本剰余金 5,644,906 5,644,906 － － 5,644,906

利益剰余金 8,859,710 9,801,325 941,614 10.6 9,823,494

自己株式 △45,870 △366,332 △320,462 698.6 △47,954

株主資本合計 19,376,399 19,997,551 621,152 3.2 20,338,098

Ⅱ 評価・換算差額等      

その他有価証券評価差額金 640,986 95,792 △545,194 △85.1 277,142

繰延ヘッジ損益 7,414 △16,018 △23,433 △316.1 △16,449

為替換算調整勘定 131,172 147,580 16,407 12.5 136,734

評価・換算差額等合計 779,573 227,354 △552,219 △70.8 397,426

純資産合計 20,155,972 20,224,905 68,932 0.3 20,735,525

負債、純資産合計 30,461,956 30,353,390 △108,565 △0.4 30,636,994
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(2）（要約）四半期連結損益計算書

科目

前年同四半期
（平成19年11月期
第１四半期）

当四半期
（平成20年11月期
第１四半期）

増減
（参考）前期

（平成19年11月期）

金額（千円） 金額（千円）
金額

（千円）
増減率
（％）

金額（千円）

Ⅰ　売上高 6,515,336 6,458,122 △57,214 △0.9 24,879,861

Ⅱ　売上原価 3,372,852 3,448,252 75,400 2.2 12,181,219

返品調整引当金戻入額 89,000 83,000 △6,000 △6.7 89,000

返品調整引当金繰入額 54,000 55,000 1,000 1.9 83,000

売上総利益 3,177,484 3,037,869 △139,614 △4.4 12,704,641

Ⅲ　販売費及び一般管理費 2,484,050 2,485,879 1,829 0.1 9,912,060

営業利益 693,433 551,989 △141,444 △20.4 2,792,581

Ⅳ　営業外収益 33,873 27,482 △6,391 △18.9 140,336

Ⅴ　営業外費用 22,632 13,197 △9,435 △41.7 62,989

経常利益 704,674 566,274 △138,400 △19.6 2,869,928

Ⅴ　特別利益 73,514 33,772 △39,741 △54.1 144,368

Ⅵ　特別損失 68,337 8,638 △59,699 △87.4 188,709

税金等調整前四半期（当期）
純利益

709,852 591,409 △118,442 △16.7 2,825,587

法人税、住民税及び事業税 156,075 72,240 △83,835 △53.7 1,179,759

法人税等調整額 139,278 182,286 43,007 30.9 20,680

四半期(当期)純利益 414,497 336,882 △77,615 △18.7 1,625,147
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(3）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

前年同四半期
（平成19年11月期
第１四半期）

当四半期
（平成20年11月期
第１四半期）

（参考）前期
（平成19年11月期）

区分 金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前第１四半期（当期）純利益 709,852 591,409 2,825,587

減価償却費 86,826 89,819 362,249

減損損失 － 7,613 52,349

返品調整引当金の減少額 △35,000 △28,000 △6,000

ポイント値引引当金の増加額 60,742 1,592 80,008

貸倒引当金の減少額 △3,077 △25,943 △8,711

役員賞与引当金の減少額 △29,040 － △29,040

退職給付引当金の増加額 199 2,390 2,219

役員退職慰労引当金の増加額(△減少額) 3,698 － △117,768

受取利息及び受取配当金 △19,018 △19,380 △80,991

支払利息 11,394 10,259 45,400

有価証券売却益 △8,697 － △16,085

投資有価証券売却益 △70,437 － △83,781

投資有価証券売却損 13,900 － 13,900

投資有価証券評価損 － － 2,205

固定資産売却益 － △7,829 －

固定資産除却損 333 1,025 66,150

売上債権の減少額 1,279,550 1,414,341 △180,419

たな卸資産の減少額（△増加額） △91,715 15,216 △173,670

仕入債務の増加額 1,113,453 373,294 141,849

その他資産の減少額(△増加額) △9,121 △9,273 13,002

その他負債の増加額(△減少額） △196,641 512,219 151,190

その他 333 △257 △52,265

小計 2,817,535 2,928,497 3,007,380

利息及び配当金の受取額 20,613 22,126 82,615

利息の支払額 △8,914 △7,068 △46,438

法人税等の支払額 △700,094 △610,740 △1,293,276

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,129,140 2,332,815 1,750,281
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前年同四半期
（平成19年11月期
第１四半期）

当四半期
（平成20年11月期
第１四半期）

（参考）前期
（平成19年11月期）

区分 金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △45,710 △23,414 △76,815

定期預金の払戻による収入 45,710 － 76,815

有形固定資産の取得による支出 △114,058 △191,248 △295,539

有形固定資産の売却による収入 － 24,018 －

無形固定資産の取得による支出 △1,260 △2,968 △17,971

投資有価証券の取得による支出 △137,714 △32,373 △869,997

投資有価証券の売却による収入 466,288 888 705,677

差入保証金の支出 △168 △8,331 △20,172

差入保証金の返還による収入 548 140,309 71,931

投資活動によるキャッシュ・フロー 213,634 △93,119 △426,070

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の減少額（純額） － － △150,000

長期借入れによる収入 550,000 200,000 650,000

長期借入金の返済による支出 △309,019 △93,830 △593,179

自己株式の取得による支出 △1,354 △318,378 △3,438

配当金の支払額 △291,778 △359,051 △538,643

財務活動によるキャッシュ・フロー △52,151 △571,259 △635,261

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額 2,806 3,820 3,727

Ⅴ　現金及び現金同等物の増加額 2,293,429 1,672,256 692,676

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高 6,566,082 7,258,758 6,566,082

Ⅶ　現金及び現金同等物の期末残高 8,859,511 8,931,015 7,258,758
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